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市場環境の変化に柔軟に対応し、

グローバル企業として確固たる　基盤を築いてまいります。

　株主の皆様におかれましては、平素より格別のご高配
を賜り厚くお礼申し上げます。
　本年3月11日に発生しました東日本大震災に際し、お
亡くなりになられました方々に対しまして心よりご冥福
をお祈りし、また被災されました皆様にお見舞い申し上
げますと共に、被災地の一日も早い復旧、復興を願って
おります。

　当第2四半期の世界経済は、原油価格の上昇や欧州に
おける金融・通貨不安、米国の失業率の高止まりや消費
の低迷などにより、不安定な状況が続きました。
　また、わが国経済も、東日本大震災の影響によるサプ
ライチェーンの分断や原発事故による電力使用制限に加
え、円の独歩高、原油価格の上昇等により、低調に推移し
ました。
　当社グループに於きましても、震災により鹿島工場や
関係会社の生産設備の一部に被害を受けましたが、グル
ープ内での代替生産や早期の復旧により、お客様への安
定供給を確保することができました。
　株主の皆様にご心配をおかけしましたことを深くお詫
び申し上げます。
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市場環境の変化に柔軟に対応し、

グローバル企業として確固たる　基盤を築いてまいります。

　当第2四半期における事業の状況についてご報告いたし
ます。

　押出事業では、食品用包装材「スチレンペーパー」の震
災関連の需要が一段落し売上は前年同期並みとなりまし
た。液晶ガラス基板搬送用保護材等に用いられる「ミラ
マット」の売上は微減でした。また住宅用断熱材「ミラフ
ォーム」は7月まで続いた住宅エコポイントの効果もあ
り需要は堅調でした。この結果、ほぼ前年同期並みとな
りました。

　ビーズ事業では、自動車の衝撃緩衝材や液晶ガラス基
板の搬送材等に用いられる発泡ポリプロピレンの「ピー
ブロック」は国内では自動車生産台数の減少により需要
が縮小しましたが、海外では概ね順調に推移しました。
地域別では、北米では販売数量が増加したものの原料価
格の上昇に伴う製品値上げが難航しました。欧州では主
需要地であるドイツでの自動車生産が好調であった影響
で販売数量が大きく増加しました。アジアにおいては中
国を中心とした需要が引続き旺盛でした。
　また、魚箱や家電用包装材を主用途とする発泡性ポリス
チレン「スチロダイア」は、東北を中心とした太平洋側の
漁港が大きな被害を受けたことから需要が落込みました。
　この結果、ビーズ事業の売上高はほぼ前年同期並みで

したが、営業利益は前年同期比約36%の減少となりました。
　前記の結果、その他の事業を合わせた当第2四半期の
売上高は45,971百万円（前年同期比0.5%増）、営業利益
は2,762百万円（同27.3％減）となりました。
　なお、本年3月に買収しました南米のブラジル子会社
につきましては、操業が順調であり、今後更なる事業展
開が見込まれることから、2012年6月完成予定で設備を
増設中です。

　次に、今年度通期の見通しにつきましては、原材料価
格の動向が依然不透明ではありますが、国内では自動車
生産の本格的な回復や長期優良住宅政策支援による住宅
向け断熱材の需要増が期待され、また海外では鋭意進め
ております「ピーブロック」の自動車部品採用部位が拡
大する効果等により、堅調に推移すると思われます。こ
れらのことから今年度通期では売上高93,000百万円、営
業利益5,700百万円を想定しております。
　株主の皆様には、今後とも変わらぬご支援、ご鞭撻を
賜りますようお願い申し上げます。

 平成23年12月
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Feature
特　集

Ｊ Ｓ Ｐ グ ル ー プ の

　当社は本年海外二か所の企業買収を行いました。
　2月に買収したブラジルのJSP Brasil社（社名：JSP 
Brasil Indústria De Plásticos Ltda.）は来年度生産が
フル稼働になることが想定されております。現在サン
パウロ近郊の所有地に第二工場の建設に入っており、
来年6月には稼働を開始する予定です。完成後の生産
能力は現在の3倍となる予定です。

　ブラジルは当社のBRICs戦略の中核となる地域であ
り、今後予定されているサッカーの「ワールドカップ」
や2016年の「オリンピック」に合わせて経済の伸張が
期待されております。又、現在の自動車年間生産台数
350万台も、数年後には500万台に達すると見込んで
おります。当社はブラジルでの事業を盤石なものと致
します。

　  工場　　　販売会社

（予定）

日　本
韓　国
中　国
台　湾

シンガポール
インド（建設予定）

フランス
ドイツ
チェコ
イタリア
ロシア

［アジア］
アメリカ
メキシコ
ブラジル

［北米・南米］［ヨーロッパ］

グローバル展開する JSP グループの拠点
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グ ロ ー バ ル 展 開

　8月にはデトロイト近郊にあるEPP（発泡ポリプロ
ピレン）成型会社を買収して北米における当社の成型
事業を拡充いたしました。近年の自動車の省エネ化並
びに走行安全性などの要請により、軽量で衝撃吸収性
能の高いEPPに対する需要が急速に高まっておりま
す。当社は北米に5工場を有しますが、各工場ともに高
い稼働率となっております。今後想定される、自動車
のシートの軽量化材、また部品の梱包材など開発製品
の成型拠点として、活躍が期待されています。

　当社は、昨年6月インド共和国に新たな生産拠点と
して、子会社を設立、ロシアに販売会社を設立致しま
した。ブラジルに生産拠点を配置する事により、旧来
進出した先進国（欧米）に加え主要地域全てに進出し
た事となります。既に進出した地域では需要に合わせ
て体制強化を行ってまいります。またBRICsを中心と
した新興国では経済の発展、特に自動車やITなどの購

買層の増加に合わせて当社製品の販売体制、生産体制
を整え、海外市場における広いニーズに対応してまい
る所存です。

自動車部材として採用範囲が広がる当社の発泡ポリプロピレン製品
「ピーブロックʀ」

［ブラジル］
所 在 地：サンパウロ州
投 資 額：約1,250百万円
生産能力：年間5,000トン
完成予定日：2012年6月

［アメリカ］
所 在 地： ミシガン州

ジャクソン
土地面積：約363,000㎡
生産能力：年間1,500トン
購 入 日：2011年8月18日
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Topics
トピックス

新製品 「バリアタンク」～ポリエチレンとナイロンの多層構造成形品

◦ ブロー成形技術（金型内で風船をふくらませるイメージで、ボトル状
の成形品を造る技術）を応用した新製品として、バリア機能を付与し
た樹脂製の燃料タンクを上市しました。
～背景 　米国環境保護局（EPA）が汎用エンジン用タンクの燃料透過量

の規制を開始しました。（エバポ規制；28℃で1.5g/㎡/日）
　　　 　既に乗用車用エンジンなどの樹脂製燃料タンクに導入されて

いるのに続き、芝刈り機、チェーンソー、バギー車などで規制さ
れており、最後に残っていたモーターボートの船外機エンジン
にも2012年から適用されます。

　　　 　こうした動きを受けてスズキが今年の6月からJSPのバリアタンクを本格採用しました。今回のスズ
キ向け船外機用燃料タンクにつきましてはJSP自らがEPAの認証を取得しました。

～市場 　北米だけでも汎用エンジンの需要は年間1,250万機～1,500万機程度の市場があると予測していま
す。売上金額で50億円～100億円の規模と推定しています。今後、エバポ規制が欧州、アジアに波及す
れば対象の需要は年間4,000万機～5,000万機が見込まれます。

これまでのブロー成形技術
◦スーパーブロー：外皮（無発泡層）と内部発泡層の一体成形品
　　　　　　　　　  具体例　ユニットバス天井など

◦スーパーフォーム：外皮そのものを発泡させて中を中空構造にする成形品
　　　　　　　　　  具体例　自動車エアコン用ダクト

今回のポリエチレンとナイロンの多層構造成形品とは
◦ 三菱ガス化学のMXナイロン樹脂を高密度ポリエチレン中に層状に分散させたもので、層状のナイロン樹脂

がタンクからのガソリン透過を抑制してバリア性能を発揮します。

（商標登録申請中）

スーパーブロー

スーパーフォーム
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Consolidated Financial Highlights
連結財務ハイライト

（単位：百万円） 2008/3 2009/3 2010/3 2010/9 2011/3 2011/9

売 上 高 99,407 96,534 81,597 45,764 91,971 45,971
営 業 利 益 5,046 2,701 5,685 3,797 7,552 2,762
経 常 利 益 4,735 2,778 5,540 3,770 7,874 2,801
四 半 期 （ 当 期 ） 純 利 益 2,589 1,366 3,209 2,798 4,881 1,875
純 資 産 48,057 42,001 45,912 45,710 46,481 48,697
総 資 産 94,993 84,316 86,197 84,141 89,152 87,980

（単位：％）

売 上 高 営 業 利 益 率 5.1 2.8 7.0 8.3 8.2 6.0
売 上 高 経 常 利 益 率 4.8 2.9 6.8 8.2 8.6 6.1
売上高四半期（当期）純利益率 2.6 1.4 3.9 6.1 5.3 4.1

（単位：円）

1株当たり四半期（当期）純利益 82.74 43.74 103.35 91.06 161.25 62.91
1 株 当 た り 純 資 産 1,425.83 1,278.38 1,391.92 1,470.44

（単位：百万円）

設 備 投 資 5,743 4,371 3,203 1,748 3,368 2,052
減 価 償 却 費 4,950 5,069 4,688 2,248 4,582 2,263

0

20,000

40,000

60,000

100,000

80,000

売上高（百万円）
99,407

96,534

81,597

91,971

45,764

10/3 11/308/3 09/3

45,764 45,97145,971
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93,000
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0

8,000
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8,000

4,000
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0

1,000

2,000

3,000

5,000

4,000

四半期（当期）純利益（百万円）

1,875

2,589

1,366

3,209

2,798
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2,798

4,881

12/3

3,400
（予想）

1,875

第2四半期累計 通期
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Consolidated Segment Information
連結セグメント情報

　押出事業は、当社グループ売上高の37.3%を占めています。
　産業用包材の発泡ポリエチレンシート「ミラマット」・発泡
ポリプロピレンシート「Ｐボード」は、主にデジタル家電輸送
用に用いられておりますが、震災の影響による家電市場の縮
小や流通量の低下を受け、売上は減少しました。食品用包材
の発泡ポリスチレンシート「スチレンペーパー」は、震災等の
影響により需要環境が不規則に変化し、売上が伸び悩みまし
た。広告用ディスプレー材や折材の発泡ポリスチレンシート

「ミラボード」は、震災後しばらく続いた企業の広告宣伝活動
自粛により苦戦しましたが、その後の需要回復もあり、売上
は前年同期並みに推移しました。また、発泡ポリスチレン押
出ボードの住宅用断熱材「ミラフォーム」は、省エネ住宅用需
要が堅調であったことに加え、震災の復興需要もあり、売上
は増加しました。トラックの積載品を保護するための緩衝材
や家電・自動車用部品の通い函に使用されている発泡ポリエ
チレン押出ボードの「ミラプランク」は、震災の影響による物
流量の低下が響き、売上が減少しました。
　これらの結果、押出事業の売上高は17,133百万円（前年同
期比0.1％増）、営業利益は1,320百万円（同1.5％増）となり
ました。

27,572
26,725

25,200

17,119

7,745 7,670
7,384

27,572
26,725

25,200

35,429

0

10,000

20,000

30,000

40,000

売上高（百万円） 第2四半期累計
通期

押出シートボード

08/3 09/3 10/3 11/3

17,133

12/3

17,119

同事業の売上高の推移

ミラフォーム（住宅用断熱材／外張断熱工法）

Pボード（産業包装材）

押出事業
37.3%

ビーズ事業
56.4%

その他事業
6.3%

※2010年4月より、これまでのシート
事業およびボード事業を統合し、押
出事業としております。

押出事業

事業別売上高構成比
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　ビーズ事業は、当社グループ売上高の56.4%を占めています。
　発泡ポリプロピレン「ピーブロック」は、バンパーコア材・
内装材・シートコア材等の自動車部品のほか、IT製品輸送用
通い函・家電製品用緩衝材・競技用グラウンド基礎緩衝材等
に用いられており、日本及び海外の各地域で製造販売を行っ
ております。日本国内においては、震災後の自動車生産台数
の落ち込みが長引き、売上が減少しました。一方、アジア各地
域においては、中国における家電用包装材・自動車資材の需
要増を中心に売上が増加し、また、欧米においては、主に自動
車資材用途で堅調を維持した結果、売上が増加しました。発
泡性ポリスチレン「スチロダイア」は、震災後に大幅に減少し
た被災地域の魚箱需要が依然回復に至らず、売上が減少しま
した。また、当連結会計年度よりビーズ事業に移管しましたユ
ニットバス天井材に使用されているハイブリッド成形品「スー
パーブロー」は、住宅設備需要の増加により売上が増加し、自
動車エアコン用ダクトに使用されている「スーパーフォーム」
は、自動車生産台数減により売上が減少しました。
　これらの結果、ビーズ事業の売上高は25,947百万円（前年
同期比1.6％増）、営業利益は1,636百万円（同35.9％減）とな
りました。

　その他の事業は、当社グループ売上高の6.3%を占めています。
　一般包材は、国内需要の影響により、売上は減少しました。
なお、前連結会計年度まで新
事業分野として（その他）に
区分しておりました「スーパ
ーブロー」並びに「スーパー
フォーム」につきましては、
当連結会計年度よりビーズ事
業として製造・販売を行って
おります。
　これらの結果、その他の売
上高は2,890百万円（前年同
期比6.8％減）、営業損失は
105百万円（前年同期は営業
損失6百万円）となりました。

0

40,000
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スーパーブロー
＜外皮（無発泡層）、内部発泡層一体成形品＞

ピーブロック（自動車用バンパーコア材）

ビーズ事業 その他　　

0

4,000

8,000

2,000

6,000

売上高（百万円）

11/308/3 09/3 10/3

7,112

5,422

7,324

4,555

第2四半期累計

通期

3,632

12/3

2,890

3,632

同事業の売上高の推移



9

Summary of Consolidated Finalcial Statements
要約連結財務諸表

要約四半期連結貸借対照表 （単位：百万円）

（資産の部）
当第2四半期
2011年9月30日現在

前第2四半期
2010年9月30日現在

前年同期比
増　減　額

流動資産 49,731 46,680 3,051

　現金及び預金 10,535 9,055 1,479

　受取手形及び売掛金 27,064 27,042 21

　有価証券 0 195 △ 195

　商品及び製品 5,287 4,607 680

　仕掛品 751 587 164

　原材料及び貯蔵品 3,260 2,739 521

　その他 3,066 2,689 377

　貸倒引当金 △ 233 △ 235 2

固定資産 38,248 37,460 787

　有形固定資産 34,332 33,688 644

　　建物及び構築物 11,469 11,275 194

　　機械装置及び運搬具 9,236 9,379 △ 143

　　土地 11,986 11,625 360

　　その他 1,640 1,407 232

　無形固定資産 1,023 844 179

　投資その他の資産 2,892 2,927 △ 35

　　投資有価証券 1,707 1,670 37

　　その他 1,229 1,301 △ 71

　　貸倒引当金 △ 44 △ 43 △ 1

資産合計 87,980 84,141 3,839
注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

（負債の部）
当第2四半期
2011年9月30日現在

前第2四半期
2010年9月30日現在

前年同期比
増　減　額

流動負債 27,725 27,818 △ 92

　支払手形及び買掛金 9,769 9,471 297

　短期借入金 6,176 6,860 △ 683

　1年内返済予定の長期借入金 4,583 4,292 290

　その他 7,196 7,194 2

固定負債 11,557 10,612 944

　長期借入金 9,873 9,122 751

　その他 1,684 1,490 193

負債合計 39,282 38,431 851

（純資産の部）
株主資本 52,066 49,002 3,063

　資本金 10,128 10,128 －

　資本剰余金 13,405 13,405 －

　利益剰余金 29,904 26,839 3,064

　自己株式 △ 1,371 △ 1,370 △ 0

その他の包括利益累計額 △ 6,287 △ 5,935 △ 352

　その他有価証券評価差額金 22 18 3

　為替換算調整勘定 △ 6,310 △ 5,954 △ 355

少数株主持分 2,918 2,643 275

純資産合計 48,697 45,710 2,987

負債及び純資産合計 87,980 84,141 3,839
注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

❶

❷

❸

❹

❶流動資産
流動資産は、前年同期比3,051百万円増の49,731百万円となりました。主な
要因といたしましては、現金及び預金が1,479百万円増加、受取手形及び売掛金
が21百万円増加、商品及び製品が680百万円増加したこと等によるものです。
❷固定資産
固定資産は、前年同期比787百万円増の38,248百万円となりました。

❸固定負債
固定負債は、前年同期比944百万円増の11,557百万円となりました。主な要
因といたしましては、長期借入金が751百万円増加したこと等によるもので
す。
❹純資産及び自己資本比率
純資産は、前年同期比2,987百万円増の48,697百万円となりました。また、
自己資本比率は52.0％となりました。
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要約四半期連結損益計算書（累計） （単位：百万円）

要約四半期連結キャッシュ・フローの状況（累計） （単位：百万円）

四半期連結包括利益計算書（累計） （単位：百万円）

当第2四半期
2011年４月１日から
2011年９月₃₀日まで

前第2四半期
2010年４月１日から
2010年９月₃₀日まで

前年同期比
増　減　額

売上高 45,971 45,764 207

売上原価 33,151 31,997 1,154

　売上総利益 12,819 13,767 △ 947

販売費及び一般管理費 10,057 9,969 87

　営業利益 2,762 3,797 △ 1,034

営業外収益 325 258 67

営業外費用 287 285 1

　経常利益 2,801 3,770 △ 968

特別利益 96 404 △ 307

特別損失 316 117 199

　税金等調整前四半期純利益 2,581 4,057 △ 1,475

法人税等 548 1,070 △ 521

　少数株主損益調整前四半期純利益 2,033 2,987 △ 953

少数株主利益 157 189 △ 31

　四半期純利益 1,875 2,798 △ 922

注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

当第2四半期
2011年４月１日から
2011年９月₃₀日まで

前第2四半期
2010年４月１日から
2010年９月₃₀日まで

前年同期比
増　減　額

営業活動によるキャッシュ･フロー 1,596 1,986 △ 390
投資活動によるキャッシュ･フロー △ 2,490 △ 1,744 △ 745
財務活動によるキャッシュ･フロー △ 3,056 △ 2,479 △ 576
現金及び現金同等物四半期末残高 6,603 6,488 114
注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

当第2四半期
2011年４月１日から
2011年９月₃₀日まで

前第2四半期
2010年４月１日から
2010年９月₃₀日まで

前年同期比
増　減　額

少数株主損益調整前四半期純利益 2,033 2,987 △ 953
その他の包括利益
　その他有価証券評価差額金 11 △ 147 159
　為替換算調整勘定 619 △ 1,509 2,128
　持分法適用会社に対する持分相当額 △ 0 △ 0 0
　その他の包括利益合計 630 △ 1,657 2,287
四半期包括利益 2,663 1,329 1,333
　（内訳）
　親会社株主に係る四半期包括利益 2,382 1,377 1,005
　少数株主に係る四半期包括利益 280 △ 47 328
注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

❺

❻

❻

❻

❼
❽
❾

❼営業活動によるキャッシュ・フロー
収入要因であります税金等調整前四半期純利益2,581百万円、減価償却費
2,263百万円に対し、たな卸資産の増加936百万円、法人税等の支払額997
百万円、仕入れ債務の減少498百万円等の要因により、当第2四半期連結会計
期間末の営業活動によるキャッシュフローは、差引き1,596百万円の収入（前
年同期比390百万円減少）となりました。
❽投資活動によるキャッシュ・フロー
固定資産の取得による支出2,052百万円、定期預金の純増による支出791
百万円などで、当第2四半期連結会計期間末の投資活動によるキャッシュフ
ローは、差引き2,490百万円の支出（前年同期比745百万円増加）となりまし
た。
❾財務活動によるキャッシュ・フロー
長期借入れによる収入3,103百万円、短期借入金の純減による支出3,052
百万円、長期借入金の返済による支出2,518百万円などにより、当第2四半期
連結会計期間末の財務活動によるキャッシュフローは、差引き3,056百万円
の支出（前年同期比576百万円増加）となりました。

❺売上高
国内では東日本大震災により家電用包材、自動車部材、魚箱などの需要が減
少した一方、省エネ住宅、震災復興需要などで断熱材が堅調に推移しました。
海外では、主に中国での家電用包装材、自動車資材の需要が増加しました。こ
の結果、当第2四半期連結累計期間の売上高は45,971百万円（前年同期比0.5
％増）となりました。
❻営業利益、経常利益、四半期純利益
原材料及び燃料価格の上昇によるコスト高等により、営業利益は2,762百万
円（前年同期比27.3％減）、経常利益は2,801百万円（同25.7％減）、四半期純
利益は1,875百万円（同33.0％減）となりました。
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JSP Calendar
JSPカレンダー

9
September

「アニュアルレポート2011」（英語版）を発行
主に海外の投資家、取引先様に向けて、2010年3月期決算の財務諸表などを掲載した「アニュ
アルレポート2011」（英語版）を発行いたしました。

7
July

「ブラジル発泡ポリプロピレン製造子会社の生産能力増強について－BRICsビジネスの強化－」を発表
7月11日、成長著しいブラジルにおける自動車部品の需要増加への対応と事業拡大を図るため、ブラジルで発泡ポリ
プロピレンの製造及び販売を行なっている当社子会社「JSP Brasil Indústria De Plásticos Ltda.」の生産能力を増強す
ることを発表いたしました。

⑴ 子会社名 JSP Brasil Indústria De Plásticos Ltda．
⑵ 所在地 ブラジル共和国サンパウロ州
⑶ 生産品目 発泡ポリプロピレン
⑷ 投資額 約1,250百万円
⑸ 完成予定日 2012年6月
⑹ 生産能力増強後生産能力 年間5,000トン

「平成24年3月期　第1四半期決算短信」を発表
7月28日、東京証券取引所に平成24年3月期第1四半期決算を報告し、対外発表いたしました。
（単位：百万円） 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
平成24年3月期第1四半期（当期） 22,406 1,359 1,316 727
平成23年3月期第1四半期（前期） 22,086 1,580 1,497 1,222
参考：平成23年3月期 91,971 7,552 7,874 4,881

「岡三証券㈱主催　個人投資家向け説明会」に参加
7月22日、岡三証券㈱名古屋支店が主催する「個人投資家向け説明会」に参加いたしました。

8
August

「北米における発泡ポリプロピレンの成形能力増強について」を発表
8月22日、北米で発泡ポリプロピレン成形品の製造販売を行なっている当社子会社「JSP International Group Ltd．」は、
ハイブリッド車や電気自動車の部材や工業用部品等の搬送用通い函、包装材用途としての旺盛な需要増加に応えるた
め、ミシガン州ジャクソンで同事業を営む会社の生産設備を購入いたしました。
＜購入した成形工場の概要＞

⑴ 所在地 アメリカ　ミシガン州ジャクソン（デトロイトより約80㎞）
⑵ 購入資産 工場設備一式（土地、建物、機械等）
⑶ 土地面積 約363,000㎡
⑷ 建物面積 約14,000㎡
⑸ 生産能力 年間1,500トン
⑹ 購入日 2011年8月18日

2011
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9月30日　平成24年3月期　第2四半期　決算日

資本金の変更（平成23年9月30日現在）

資本金
平成23年9月30日現在 10,128百万円＜増加なし＞
平成23年3月31日現在（前回報告） 10,128百万円

発行済株式総数 31,413,473株

10
October

仙台営業所　移転
10月17日、仙台営業所が移転いたしました。
新住所：〒980︲0811　宮城県仙台市青葉区一番町2︲4︲1　仙台興和ビル　　TEL：022︲262︲3271（代表）

「IPF Japan 2011（国際プラスチックフェア）」に出展
10月25日～29日の5日間、千葉市の幕張メッセで開催された

「IPF Japan 2011（国際プラスチックフェア）」に出展いたしま
した。一般住宅を模したブースに当社の主要製品である自動車
部材や住宅用断熱材のほか、新規開発製品などの実物やパネル
などを展示し使用状態に近い形でご紹介いたしました。
期間中は多くの来場者に見学いただき、盛況に終了いたしました。

11
November

第2四半期決算説明会開催
11月29日、如水会館において、アナリスト・ファンドマネージャーに対し、平成24年3月期第2四半期決算の説明会を
開催いたしました。

「環境報告書2010」を発行
2010年度に当社が取組んだ環境保全活動に関する報告書を発行いたしました。当社事業活
動における環境負荷の状況と、各事業所の環境保全・改善のための具体的な活動について報
告しております。

「平成24年3月期　第2四半期決算短信」を発表
10月31日、東京証券取引所に平成24年3月期第2四半期決算の報告を行い、対外発表いたしました。

今後の予定
2012年1月下旬　平成24年3月期　第3四半期　決算発表予定
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Results of the questionnaire to stockholders
株主アンケート集計結果のご報告

　大変多くの株主様（7,438名、総株主比率約64％）からご回答をいただ
きました。皆様から頂戴した多くのご意見は、今後の当社の企業経営及び

アンケートへのご協力、ありがとうございました。

年齢が高い株主様ほど、「四
季報・会社情報」など紙媒
体をきっかけとされる傾向
が強く、年齢が低い株主様
ほど「インターネット」を
きっかけとされる傾向が強
くなっています。

73.3％の株主様が、「株主
優待制度」を挙げられまし
た。これからも、多くの株
主様に長期的・安定的に当
社株式を保有して頂けるよ
う努力してまいります。

❷  当社株式を購入・取得されたきっかけ

❸ 当社株式の購入理由

0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0（%）

36.2%

0.6%

0.7%

1.5%

11.3%

1.6%

3.8%

45.7%

3.6%

18.5%

四季報・会社情報

情報誌・新聞

広告

インターネット

証券会社の推奨

説明会に参加

家族・知人の紹介

持株会より引き出し

相続・贈与

0.0

回答無

（％）0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

36.2%

0.7%

6.4%

11.1%

1.9%

14.4%

73.3%

31.4%

20.1%

将来性・成長性

安定性

配当

株主優待

株価の割安感

知名度・ブランド

事業内容

開発技術力

回答無

0.0

今回（2011年度）購入時期2～3年以
内の株主様が約40％を占めており
前回の同項目の25％から15ポイン
ト増加しました。これは新規にご購
入頂き、そのまま保有頂いている株
主様が増えているという事であり、
大変喜ばしい傾向であると認識して
おります。

❶ 当社株式の購入時期

12%

7%

40%

39%

0.0

63%

25%

■ 1年以内　　■ 2～3年前　　■ 4～5年前　
■ 5年以上前　■株式公開時から

5%

3%4%

2%

2009年度

2011年度
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IR活動に大いに参考とさせていただきます。改めて感謝申し上げますと
共に、今後ともご支援を賜りますようお願い申し上げます。

「大変良い」31.8％と、「良い」66.8％
を合わせますと98.6％に上ります。
今後も紙面を通じて、株主の皆様に
有益な情報を提供してまいります。

❹  JSPニュースについての
印象

31.8%

66.8%

0.0

1.4%

■大変良い　■良い　■悪い

上位から「新技術情報」、「新製品情
報」、「経営方針」が挙がりました。今
後の編集の方向性に反映してまいり
ます。

❺  JSPニュースを通じて
お知りになりたい情報

0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0（%）

19.4%

1.1%

1.4%

5.5%

16.1%

19.2%

34.7%

39.2%

42.7%

社長メッセージ

新技術情報

新製品情報

経営方針

個別事業の説明

リスク情報

CSR情報

株式手続き

0.0

回答無

「長 期 保 有」55.5％と「中 期 保 有」
18.2％を合わせますと73.7％とな
っております。引き続き、長期的・安
定的に当社株を保有して頂けるよ
う、IR活動を通じて企業価値の向上
に努めてまいります。

❻  当社株式に対する今後
の方針

14.0%

55.5%

0.0

12.3%

18.2%

■買い増し　　　　　　　　■長期保有（5年以上）
■中期保有（2～4年程度）　■短期保有・売却予定
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Results of the questionnaire to stockholders
株主アンケート集計結果のご報告

●  自社株買いで、一株当たりの価値を高めてほしい。
●  株価は基本的には業績に連動するものですので、貴社のさらなる業績向上を期待します。
●  安定経営、安定配当を目指し、更なる業績の拡大をお願いしたい。
●  工場や施設見学会を実施して欲しい。
●  JSPという社名は、事業内容が社名からすぐに分からないので、より積極的にセミナー

等での啓蒙活動を展開して下さい。
●  JSPニュースで、研究所の紹介など技術力をアピールすることを続けて欲しいです。
●  JSPニュースはたいへん見やすく、又、社長メッセージは常に我々にもわかりやすく

発せられていて好感がもてます。
●  年2回の株主優待を期待しています。
●  1年以上保有者の優待優遇。500株、1,000株以上の優待優遇。
●  御社の更なる発展を願っています。社会貢献寄付金、とてもすばらしいことだと思い

ます。
●  ブラジルへの進出は、非常に評価できると思います。日本経済の先行きを考えますと、

海外に活路を求めることは必要不可欠です。
●  中長期計画での売上高、当期純利益目標を示して欲しい。
●  CSR活動の向上が必要。

※原文のまま掲載

大変多くの株主様より貴重なご意見をいただき本当にありがとうございます。たくさんございました中から
ほんの一部ですが掲載させていただきました。
これからの事業活動での改善点と目標として役立ててまいります。

株主の皆様よりいただいた主なお声をご紹介いたします。
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Shareholder Benefit/Dividend Record
株主優待制度／配当実績

■対象株主様

　 　毎年3月31日現在の株主名簿および実質株主名
簿に記載または登録された1単元（100株）以上を
保有されている株主様

■優待の内容

　 　一律3,000円相当の、社会貢献寄附金付オリジナ
ルクオカード（株主様は3,000円全額ご使用いただ
けます）

■贈呈の時期

　 　毎年の株主総会終了後に発送予定

■社会貢献寄附金「緑の募金」について

　 　1995年に制定された「緑の募金による森林整備
等の推進に関する法律」に基づき、㈳国土緑化推
進機構及び各都道府県緑化推進委員会が行ってい
る募金です。集められた寄附金は、森林整備・緑化
推進事業・森林に関わる人づくりなどに活用され
ています。

■株主還元方針

　 　当社は、株主の皆様への利益還元を重要な政策
として位置付けております。利益の配分につきま
しては、安定した配当を重視するとともに、各事
業年度の連結業績と将来の事業展開に必要な内部
留保の充実などを勘案しながら、総合的に決定す
る方針としております。

　 　内部留保資金については、財務体質の強化とと
もに、今後の新製品、新技術への研究開発投資や
新規事業展開のための設備投資に充当してまいり
ます。

　 　なお、当社は、会社法第459条第1項に基づく剰
余金の配当を取締役会決議により行なうことがで
きる旨定款に定めており、中間配当及び期末配当
の年2回の取締役会決議による配当を基本的な方
針としております。

　 　当2012年3月期第2四半期の1株当たりの配当
金は15円とさせていただきます。また、期末配当
金も1株当たり15円（通期配当金額30円）とさせ
ていただく予定です。

■配当実績

〈デザイン見本〉
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Corporate Data
会社情報（2011年9月30日現在）

商　　　号 株式会社JSP
所　在　地 本社　東京都千代田区丸の内三丁目4番2号
事 業 内 容 発泡プラスチック、
 その他合成樹脂製品の製造販売および輸出、
 土木・建築工事の設計・請負および管理
設　　　立 1962年（昭和37年）1月
資　本　金 101億2,800万円
決　算　期 3月
従 業 員 数 683名（男577名・女106名）出向者除く
 連結2,365名（国内1,267名・海外1,098名）
事 業 所 他 6営業所、10工場、2研究所
主要関連企業 国内11社、海外27社

発行可能株式総数 46,000,000株
発行済株式の総数 31,413,473株
株　　主　　数 7,996名

株　主　名 株数（千株）

三菱瓦斯化学株式会社 13,212
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社 2,566
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 1,490
JSP取引先持株会 1,067
ジェーピー　モルガン　チェース　バンク　385166 650
ザ チェース マンハッタン バンク エヌエイ ロンドン エス エル オムニバス アカウント 585
JSP従業員持株会 476
資産管理サービス信託銀行株式会社 460
日本生命保険相互会社 301
野村信託銀行株式会社（投信口） 262

※当社は自己株式1,597千株を保有しておりますが、上記の大株主からは除外しております。

会 社 概 要

株 式 の 状 況

大　株　主

事 　 業 　 年 　 度 4月1日～翌年3月31日
期末配当金受領株主
確　　　定　　　日 3月31日

中間配当金受領株主
確　　　定　　　日 9月30日

定 時 株 主 総 会 毎年6月
株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 　 連 　 絡 　 先 三菱UFJ信託銀行株式会社
 証券代行部
 〒137-8081
 東京都江東区東砂七丁目10番11号
 ℡ 0120-232-711（通話料無料）
上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所
公　告　の　方　法 電子公告により行う
 公告掲載URL
 http://www.co-jsp.co.jp/ir/index.html
  （ただし、電子公告によることが出来ない事故、その他

のやむを得ない事由が生じたときは、東京都において
発行する日本経済新聞に公告いたします。）

（ご注意）
1． 株券電子化に伴い、株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきま

しては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっ
ております。口座を開設されている証券会社等にお問合せください。株主名簿管
理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

2． 特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ信
託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機関（三
菱UFJ信託銀行）にお問合せください。なお、三菱UFJ信託銀行全国各支店にて
もお取次ぎいたします。

3． 未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

株 主 メ モ

金融機関
0.4%

個人その他
94.5%

金融機関
17.7%

金融商品
取引業者・
その他法人
49.4%

外国人
13.5%

金融商品
取引業者・
その他法人

3.6%

外国人 1.5%

0.0

個人その他
19.4%

● 株主数別分布状況 ● ● 株式数別分布状況 ●

金融機関
0.4%

個人その他
94.5%

金融機関
17.7%

金融商品
取引業者・
その他法人
49.4%

外国人
13.5%

金融商品
取引業者・
その他法人

3.6%

外国人 1.5%

0.0

個人その他
19.4%

● 株主数別分布状況 ● ● 株式数別分布状況 ●



18

Cover Photo
表紙の写真

ヴェルサイユ宮殿王妃の間
フランス イル・ド・フランス

撮影・文
清 水　準 一（写真家）

　パリーでも人気のスポットであるヴェルサイユ宮殿はツァー
の定番メニューの一つですが、見所の多い割には時間をさいて
くれません。広大な庭園・大運河なども、「自由時間は30分」と
制限されることが多いようで、大運河の入り口辺りで断念せざ
るを得ないようです。宮殿内部の参観コースもマリー・アント
ワネットが結婚式を挙げたと伝えられているオペラの間など魅
力ある部屋が多数省略されていて、訪れるたび残念に思ってい
ます。
　表紙の写真は「王妃の寝室」の左側で胸像の置かれた豪華な
鏡のコーナーの一部ですが、彼女は寝室を自分好みに模様替え
し、一層艶やかにしたそうです。1789年革命が起き、テュイル
リー宮殿に軟禁される最後の晩もこの部屋で過ごしたと伝えら
れています。
　1791年6月20日、彼女に献身的に仕えていたフェルセン伯爵
のアドバイスでオーストリアにいる兄レオポルト2世に助けを
求めてフランスからの逃亡を計りました。ルイ16世一家は庶民
に変身して、彼女も家庭教師に化けたそうです。計画したフェ
ルセン伯爵は、王・王妃は別々の逃亡をと建策しますが、彼女は

「家族全員」を主張し、しかも巨大にして豪華な重いベルリン馬
車を選びました。そのうえ、銀食器・衣装箪笥・多大な食料品な
どの日用品、加えて王の咽喉の乾き癖に備えて、大量のワイン
まで積み込んだそうで、そうでなくてもスピードの出ない超大
型馬車ですから、計画は大幅にくずれ、国境付近のヴァレンヌ
で身元がばれてしまい、6月25日パリーに連れ戻され、ご存知

の悲劇的生涯となりました。
　彼女の母マリア・テレジアは16人の子供を生み、その内男4
人・女6人が育ちましたがマリー･アントワネットが一番気懸か
りだったようです。1780年11月29日肺臓硬化で亡くなるので
すが、子供一人一人に祝福を与え、最後にアントワネットの名
を口にした時は嗚咽で咽喉が詰まったと伝えられています。

「14歳で嫁がせ、王妃として最も大事なフランス語の習得も未
完で、人付き合いの下手な娘」への危惧は最後まで気懸かりだ
ったのでしょう。
　王妃としてのマリー・アントワネットは色々問題があったこ
とは確かですが、美貌とデザイン的センスは抜群でした。伝え
聞くところでは、彼女はヴェルサイユ宮殿からかなり離れた所
に「大トリアノン」「小トリアノン」「王妃の里村」の離宮を造り、
日頃はそこで生活していたそうです。勿論インテリアは彼女好
みに統一され、見事にコーディネートされ感心しました。大ト
リアノンの第一室にヴィジェ・ルブランの筆による彼女のポー
トレイトが飾ってありますが見事で往年の美貌が偲ばれます。
　余談ですが、20年ほど前フランスには珍しい風速50mという
大型台風がこの地方を襲い自慢の庭園・森林は壊滅的な打撃を
受け、復旧に目処も立たないという事態に落ちたそうです。と
ころが日本の写真家南川三治郎氏※はこよなくこの地を愛し、
隈なく撮り貯めてあり、その写真をもとに復旧できたそうで、
氏はフランス当局から感謝されたそうです。

※　南川三治郎（みなみかわ　さんじろう　1945年－）
三重県出身の写真家。企画・撮影・執筆を一人でこなし、日本写真協会新人賞を受賞す
るなど数多くの写真集を刊行している。「ヴェルサイユ宮殿」の全貌に迫る撮影では、フ

ランス人以外の外国人として撮影が許可され、発表した写真集は日本やフランスで入
賞。現在も国内外で撮影を行い、東京・銀座和光で写真展を開催するなど多くの作品を
発表している。

小トリアノンのお気に入りの寝室のひとつマリー・アントワネット肖像画



本　社
〒100-0005　東京都千代田区丸の内3-4-2（新日石ビル） 03-6212-6300

営業所
札幌 〒060-0003　札幌市中央区北3条西1-1（サンメモリアビル） 011-231-2681
仙台 〒980-0811　仙台市青葉区一番町2-4-1（仙台興和ビル） 022-262-3271
名古屋 〒460-0003　名古屋市中区錦3-4-6（桜通大津第一生命ビル） 052-962-3225
大阪 〒541-0053　大阪市中央区本町1-6-16（野村不動産堺筋本町ビル） 06-6264-7900
福岡 〒812-0013　福岡市博多区博多駅東1-12-17（五幸ビル） 092-411-6854

出張所
広島 〒732-0052　広島市東区光町1-12-20（もみじ広島光町ビル） 082-568-0566

工　場
北海道 〒067-0051　北海道江別市工栄町23-4 011-384-1621
鹿沼第一 〒322-8511　栃木県鹿沼市さつき町17 0289-76-2211
鹿沼第二 〒322-0014　栃木県鹿沼市さつき町5 0289-76-3271
鹿沼第三 〒322-0014　栃木県鹿沼市さつき町10-2 0289-76-5905
鹿沼第四 〒322-0026　栃木県鹿沼市茂呂2626-4 0289-60-3305
鹿沼物流センター 〒322-0014　栃木県鹿沼市さつき町13-1 0289-76-2121
鹿島 〒314-0103　茨城県神栖市東深芝16-3 0299-93-4111
四日市第一 〒510-0881　三重県四日市市大字六呂見653-2 059-345-1220
四日市第二 〒510-0955　三重県四日市市北小松町扇廣1600 059-328-2563
関西 〒679-4304　兵庫県たつの市新宮町下笹515 0791-77-0213
九州 〒861-0111　熊本県熊本市植木町宮原553 096-274-7101

研究所
鹿沼 〒322-0014　栃木県鹿沼市さつき町10-3 0289-76-1600
四日市 〒510-0881　三重県四日市市大字六呂見653-2 059-345-1245

海　外
北　米 アジア
JSP International, LLC.（アメリカ） JSP Foam Products, PTE. Ltd.（シンガポール）
JSP International de Mexico, S.A. de C.V.（メキシコ） Taiwan JSP Chemical Co., Ltd.（台湾）
南　米 KOSPA Corporation（韓国）
JSP Brasil Indústria De Plásticos Ltda.（ブラジル） JSP Plastics (Wuxi) Co., Ltd.（中国）
欧　州 JSP Plastics (Shanghai) Co., Ltd.（中国）
JSP International SARL（フランス） Kunshan JSP Seihoku Packaging Material Co., Ltd.（中国）
JSP International GmbH & Co.KG（ドイツ） JSP Plastics (Dongguan) Co., Ltd.（中国）
JSP International s.r.o.（チェコ） JSP Foam India Pvt. Ltd.（インド）
JSP International o.o.o.（ロシア）

本社･事業所一覧
☎

発行　
東京都千代田区丸の内三丁目4番2号新日石ビル

IR室　TEL.03-6212-6306　FAX.03-6212-6302
ホームページ　http://www.co-jsp.co.jp 古紙配合率70％再生紙を使用しています
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